
平成２０年２月１４日  

 

ダム守同心情報連絡票（第２３号） 

 

この情報連絡票は、灰塚ダムのダム守同心の方々並びに関係者の皆様に

三次河川国道事務所灰塚ダム管理支所から灰塚ダム及びハイヅカ湖に関す

る情報をお届けするものです。 

 

１． 第３回ダム守同心会議を開催しました。 

２月７日（木）に第３回ダム守同心会議を開催しました。ダム周辺自治会や

関係機関から２８名のダム守同心の皆様にご出席頂きました。 

会議では、ダム守同心活動状況の報告や各種情報提供を行い、意見交

換しました。 

日頃活動されて疑問に思っていることや、各関係機関が取り組んでいる事

などを意見交換することにより、現在のハイヅカ湖とその周辺が持つ魅力や課

題を共有することができたのではないかと思います。 

 また、会議全体をとおして、地域の魅力発信や不法投棄などの諸問題への

対応は、さらに連携と協力を密にしたダム守同心活動が今後必要になってく

るという事を確認しました。 

 

《主な意見交換内容》 

・ダム周辺で不法投棄（空き缶、花火、タバコ等）が発生している。 

→ダム巡視の中で発見した軽微なものは対応している

が、大型の不法投棄等については警察・自治体と協

力しながら実施する。ダム守活動の中で不法投棄を発

見した場合には通報する。 

・ダム周辺道路を利用した暴走行為が懸念される。 

→騒音や通行障害などで困ったことがあれば通報する。 

・ハイヅカ湖利用者のトイレが少なく周辺環境の悪化につながっている様に思

われる。 

→トイレの案内、増設などについて今後検討していく。 

・節分草、ユキワリイチゲなどの春植物がこれから見頃と

なってくる。地域の魅力として積極的にＰＲしていきたい。

盗掘に対しては地域一体となって監視をする。 

・水質のきれいなハイヅカ湖にしていきたい。 

→現状のハイヅカ湖水質はアオコの発生は多少見られるものの、決して悪

い状況ではない。引き続き水質調査を行い監視するとともに、水道局とも連

携・情報共有していく。 

→ホタルを活かした水質浄化の取り組みができればと考えている。ハイヅカ



湖地域ビジョンの取り組みとして考えるのも良いと思う。 

・ダム下流の河川がヨシやヤナギの繁茂など川に近づきにくくなっている。 

→フラッシュ放流の実施などにより河川環境の改善につとめるとともに、河

川管理者と協力しながら親水性の向上も合わせて考えていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《各種情報提供》 

・ダム周辺での車上荒らしが数件発生している（展望中や釣りの最中に狙わ

れているケースがある） 

・振り込み詐欺や還付金詐欺が多いので注意を（｢携帯電話の番号が変わっ

た｣、｢風邪をひき声がおかしい｣、｢振り込みはスーパーのＡＴＭに｣という内容

があれば疑わしい） 

・備北地域管内の火災発生原因は焚き火によるものが多い。火災発生時の

通報は場所をできるだけ分かりやすい情報を教えて欲しい。 

・水質事故が発生した場合は速やかに連絡を 

・3/16 に三良坂マラソン大会を実施する 

・安田パークゴルフ場は盛況を頂いている、皆さんも積極的に利用して欲しい 

・灰塚ダム記念公園で月２回グランドゴルフ大会を開催予定  

・2/16～3/11 節分草祭りを開催する。ボランティアによる案内もしてもらえる

（リストアステーション） 

 

 その他、多くの貴重な意見、情報をいただきました。 

 その場で回答できなかったものについても、今後検討等行い管理に反映して

いきたいと思いますので、引き続きよろしくお願いします。 

 

 

２．灰塚ダム諸量  
 

本日のハイヅカ湖への流入水量は毎秒１．９m3、ダムから下流への放流量

は毎秒１．５m3 です。 

毎年３月に計画しているフラッシュ放流に必要な水を貯留しており、ダムに貯

留している水量は 107%です。 

 



５．本号の最後に 

 

ベストセラーの「病気にならない生き方」の著者荒谷弘実さんによれば、健

康の秘訣は①正しい食事、②ミネラル豊富な水を一日 1.5～2 リットル飲む③

毎日時間を決めて規則正しく排泄する④適度な運動⑤正しい呼吸法 (複式呼

吸 )⑥正しい睡眠と休憩⑦幸福感や愛・感謝の感情を持つことだそうです。 

 

良いものを吸収して、出すものはきちんと出して、適度な変化の中で気持ち

よく過ごすことは人間の健康だけでなく、環境やいろいろなものに共通する部

分もあるようにも感じました。 

 

なるほどと思いますが、思ってもなかなか実践できないことを反省ばかりして

いる私であります。 

何事においても、思ったり、計画するにとどまらず、実行し継続するよう努力

したいと思います。 

 

これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

    

◇ 問い合わせ等連絡先 ◇ 

国土交通省 三次河川国道事務所 灰塚ダム管理支所  

 

支所長   今岡 俊和 (imaoka-t87mb@cgr.mlit.go.jp) 

事務係長  片山 直行  

 

〒729-4302 広島県三次市三良坂町仁賀１５７５ 

電話：０８２４－４４－４３６０（代） ＦＡＸ：０８２４－４４－３５４４ 


